
㈱R-CORPORATION外部評価事業部

地域密着型サービスの外部評価項目構成

項目数

Ⅰ．理念に基づく運営 8

１．理念の共有 1

２．地域との支えあい 1

３．理念を実践するための制度の理解と活用 3

４．理念を実践するための体制 2 　○項目番号について

５．人材の育成と支援 0 外部評価は20項目です。

「外部」の列にある項目番号は、外部評価の通し番号です。

Ⅱ.安心と信頼に向けた関係づくりと支援 1 「自己」の列にある項目番号は、自己評価に該当する番号です。参考にしてください。

１．相談から利用に至るまでの関係づくりとその対応 0

２．新たな関係づくりとこれまでの関係継続への支援 1

Ⅲ．その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント 5 　○記入方法

１．一人ひとりの把握 1 ［取り組みの事実］

２．本人がより良く暮らし続けるための介護計画の作成と 1
　　見直し ［次ステップに向けて期待したい内容］

３．多機能性を活かした柔軟な支援 0

4．本人がより良く暮らし続けるための地域資源との協働 3

Ⅳ．その人らしい暮らしを続けるための日々の支援　 6

１．その人らしい暮らしの支援 4

２．その人らしい暮らしを支える生活環境づくり 2 　○用語の説明
家族等

合計 20 家　 族

運営者

職員

チーム

＝事業所の経営・運営の実際の決定権を持つ、管理者より上位の役職者（経営者と同義）を指
します。経営者が管理者をかねる場合は、その人を指します。

＝管理者および常勤職員、非常勤職員、パート等事業所で実務につくすべての人を含みます。

＝管理者・職員はもとより、家族等、かかりつけ医、包括支援センターの職員等、事業所以外の
メンバーも含めて利用者を支えている関係者を含みます。

次ステップに向けて期待したい内容について、具体的な改善課題や取り組みが期待さ
れる内容を記入しています。

＝家族、家族に代わる本人をよく知る人、成年後見人などを含みます。

＝家族に限定しています。

訪問調査日 2019年1月24日

事業所名 川崎ナーシングヴィラそよ風

ヒアリングや観察などを通して確認できた事実を客観的に記入しています。

評価確定日 2019年3月31日

評価機関名 株式会社　R-CORPORATION

評 価 結 果 報 告 書 事業所番号 14951000180

＜認知症対応型共同生活介護用＞
＜小規模多機能型居宅介護用＞

法人名 株式会社　ユニマット　リタイアメント・コミュニティ



㈱R-CORPORATION外部評価事業部

自己評価及び外部評価結果

【事業所概要（事業所記入）】 【評価機関概要（評価機関記入）】

評 価 機 関 名

所　　在　　地

法　　人　　名 訪 問 調 査 日 平成31年1月24日

事　業　所　名

（ 212-0055

名

名

名

18 名

2 ﾕﾆｯﾄ

自己評価作成日

※ 事業所の基本情報は、介護サービス情報の公表制度のホームページで閲覧してください。

基本情報リンク先

【事業所が特に力を入れている点・アピールしたい点（事業所記入）】

【地域密着型サービスの外部評価項目の構成】

外部評価項目

 1 ～  7

8

 9 ～ 13

14 ～ 20

15 ～ 22

23 ～ 35

　□　小規模多機能型居宅介護

平成31年1月12日

Ⅴ アウトカム項目

Ⅲ その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

●この事業所は株式会社ユニマットリタイアメント・コミュニティの経営です。同
法人はデイサービス、グループホーム、ショートステイ、訪問介護、小規模多機能
型居宅介護、居宅介護支援事業、福祉用具のレンタル・販売、有料老人ホーム、
サービス付き高齢者向け住宅等、高齢者福祉事業を全国的で展開しています。ここ
「川崎ナーシングヴィラそよ風」は1階にデイサービス、2階がグループホーム、3
～5階が有料老人ホームになっている複合型の事業所です。グループホームでは複
合型の利点を生かし、合同でのイベント開催や、ボランティアの来訪時には一緒に
交流を図っています。場所はJR「川崎駅」からバスに乗り「南加瀬交番前」下車し
て徒歩5分程の住宅街の中に位置し、近くにはコンビニや鶴見川も流れる環境下に
位置しています。また、クリスマスには華やかなイルミネーションが装飾され、地
域のイルミネーションスポットとしても地域から注目を集めています。
●ケアについては、継続して自立支援介護に注力して取り組んでいます。管理者
は、以前から自立支援介護の一人者でもある、国際医療福祉大学大学院竹内孝二教
授の支援方法に共感しており、日常のケア中でも自立支援に向けた取り組みを取り
入れ、「水分」「栄養」「運動」、「便秘解消」といった身体的な不調を改善を図
ることで認知症状の緩和や改善に努めています。新たに、介護の一人者でもある、
竹内孝二教授が法人の顧問に着任したことで、自立支援の研修を積極的に取り入
れ、要介護度の高い利用者の介護度の改善を図り、自立に向けた支援に注力してい
きたいと考えています。

　明るくゆったりとした居室、広々とした食堂など生活空間はすべてバリアフリーと
なっております。展望の優れた屋上、和室を備えたラウンジも用意しております。有
料老人ホーム、ディサービスとの複合施設の利点を活かし、イベントへの参加やボラ
ンティアとの交流が活発に行われています。
　３年連続川崎市の「かわさき健幸福寿プロジェクト」に参加しております。２年連
続で「かわさき健幸福寿プロジェクト」で良い評価をいただくことができました。ま
た川崎市の自立支援講習会に職員が参加し、自立支援介護を学びながら入居者の支援
をしています。

Ⅱ 安心と信頼に向けた関係づくりと支援

自己評価項目

 1 ～ 14

　■　認知症対応型共同生活介護

36 ～ 55

56 ～ 68

）

評価項目の領域

Ⅰ 理念に基づく運営

ﾕﾆｯﾄ数

Ⅳ その人らしい暮らしを続けるための日々の支援

評 価 結 果
市町村受理日

平成　30　年度

株式会社　R－CORPORATION

〒221-0835　横浜市神奈川区鶴屋町3-30-8ＳＹビル2Ｆ

【外部評価で確認した事業所の優れている点・工夫点（評価機関記入）】

事業の開始年月日

指 定 年 月 日

　株式会社　ユニマット　リタイアメント・コミュニティ

1495100180
平成24年9月1日

令和元年5月31日

　川崎市幸区南加瀬五丁目１８番１２号

宿泊定員

定員　計

平成31年3月31日
評  価  機  関
評 価 決 定 日

事 業 所 番 号

所　　在　　地

サービス種別

定　 員　 等

　川崎ナーシングヴィラそよ風

登録定員

通い定員



56 〇 1，ほぼ全ての利用者の 63 〇 1，ほぼ全ての家族と

2，利用者の2/3くらいの 2，家族の2/3くらいと

3．利用者の1/3くらいの 3．家族の1/3くらいと

4．ほとんど掴んでいない 4．ほとんどできていない

57 〇 1，毎日ある 64 1，ほぼ毎日のように

2，数日に1回程度ある 2，数日に1回程度ある

3．たまにある 3．たまに

4．ほとんどない 〇 4．ほとんどない

58 〇 1，ほぼ全ての利用者が 65 1，大いに増えている

2，利用者の2/3くらいが 2，少しずつ増えている

3．利用者の1/3くらいが 〇 3．あまり増えていない

4．ほとんどいない 4．全くいない

59 〇 1，ほぼ全ての利用者が 66 〇 1，ほぼ全ての職員が

2，利用者の2/3くらいが 2，職員の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．職員の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

60 1，ほぼ全ての利用者が 67 〇 1，ほぼ全ての利用者が

〇 2，利用者の2/3くらいが 2，利用者の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

61 〇 1，ほぼ全ての利用者が 68 〇 1，ほぼ全ての家族等が

2，利用者の2/3くらいが 2，家族等の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．家族等の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

62 〇 1，ほぼ全ての利用者が

2，利用者の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない

利用者は、戸外の行きたいところへ出かけてい
る。
（参考項目：49）

職員から見て、利用者はサービスにおおむね
満足していると思う。

利用者は、健康管理や医療面、安全面で不安な
く過ごせている。
（参考項目：30,31）

職員から見て、利用者の家族等はサービスに
おおむね満足していると思う。

利用者は、その時々の状況や要望に応じた柔軟
な支援により、安心して暮らせている。
（参考項目：28）

利用者と職員が一緒にゆったりと過ごす場面が
ある。
（参考項目：18,38）

通いの場やグループホームに馴染みの人や地
域の人々が訪ねて来ている。
（参考項目：9,10,19）

利用者は、一人ひとりのペースで暮らしてい
る。
（参考項目：38）

運営推進会議を通して、地域住民や地元の関
係者とのつながりの拡がりや深まりがあり、
事業所の理解者や応援者が増えている。
（参考項目：4）

利用者は、職員が支援することで生き生きとし
た表情や姿がみられている。
（参考項目：36,37）

職員は、活き活きと働けている。
（参考項目：11,12）

 事業所名  　川崎ナーシングヴィラそよ風

 ユニット名 　 つつじ

　Ⅴ　アウトカム項目

職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意向
を掴んでいる。
（参考項目：23,24,25）

職員は、家族が困っていること、不安なこ
と、求めていることをよく聴いており、信頼
関係ができている。
（参考項目：9,10,19）
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

1 1 ○理念の共有と実践

　地域密着型サービスの意義を踏まえた事業所理念
をつくり、管理者と職員は、その理念を共有して実
践につなげている

2 2 ○事業所と地域とのつきあい

　利用者が地域とつながりながら暮らし続けられる
よう、事業所自体が地域の一員として日常的に交流
している

3 ○事業所の力を活かした地域貢献

　事業所は、実践を通じて積み上げている認知症の
人の理解や支援の方法を、地域の人々に向けて活か
している

4 3 ○運営推進会議を活かした取組み

　運営推進会議では、利用者やサービスの実際、評
価への取り組み状況等について報告や話し合いを行
い、そこでの意見をサービス向上に活かしている

5 4 ○市町村との連携

　市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、事業所
の実情やケアサービスの取組みを積極的に伝えなが
ら、協力関係を築くように取り組んでいる

偶数月に運営推進会議、奇数月には家族会を開催し
日々の生活状況を報告し、意見要望などをいただき
サービス向上につなげています。

町内会長、民生委員、地域包括支援センター職員、
オーナー、家族、施設長、管理者をメンバーとして
2ヶ月に1回開催しています。事業所の現状・活動報
告、事故やヒヤリハット等についても報告し、参加
者から忌憚のない意見を頂き、サービス向上につな
げています。また、身体拘束適正化委員会で話し
合った内容についても報告し、どのようなことが身
体拘束に該当する行為や言葉についても説明してい
ます。

今後の継続

行政主催の研修や講習会に参加。不明なことに関し
ては電話やFAXでご指導いただくようにしています。
今年度も川崎市の「健幸福寿プロジェクト」に参加
しています。

今年度も引き続き川崎市の健康福寿プロジェクトに
参加し、日常のケア中でも自立支援に向けた取り組
み、「水分」「栄養」「運動「便秘解消」といった
身体的な不調を改善を図ることで認知症状の緩和や
改善に努めています。また、地域包括支援センター
主催の勉強会にも引き続き協力しており、良好な関
係を構築できています。

今後の継続

町内会に加入し、回覧板の閲覧をしています。御神
輿や盆踊りなどの行事に参加。クリスマスシーズン
は施設の建物にイルミネーションが装飾され、地域
の方に楽しんでいただいています。

町内会に加入しており、回覧板を通して地域行事の
案内を頂いています。町内会の行事が減少したこと
により、地域の方との交流の場が少なくなってきま
したが、町内の盆踊り等の行事への参加や、子供神
輿が事業所の前まで来てくれるので、お菓子を配る
等で交流しています。

今後の継続

地域に少しでも貢献できるよう地域包括と連携を
取っています。地域包括が行っているゆめみサロン
に管理者は参加し、地域の勉強会にも協力していま
す。

　Ⅰ　理念に基づく運営

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

それぞれのユニットの理念は変えず、理念が実践で
きるようミーティングなどで確認しています。今ま
で参加していた町内会の行事が減り、地域住民との
交流は減りましたが、他の施設との交流をしていま
す。

各ユニットの職員が作成した理念を継続して掲げて
います。つつじユニットは「その人その人の認知症
の状態に合った支援」、やまゆりユニットは「利用
者の笑顔が日々表れるよう支援します」とし、理念
に沿ったケアが実践出来るよう、ミーティング等で
確認しています。

今後の継続
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

6 5 ○身体拘束をしないケアの実践

代表者及び全ての職員が「指定地域密着型サービス
指定基準及び指定地域密着型介護予防サービス指定
基準における禁止の対象となる具体的な行為」を正
しく理解しており、玄関の施錠を含めて身体拘束を
しないケアに取り組んでいる

7 ○虐待の防止の徹底

管理者や職員は、高齢者虐待防止法等について学ぶ
機会を持ち、利用者の自宅や事業所内での虐待が見
過ごされることがないよう注意を払い、防止に努め
ている

8 ○権利擁護に関する制度の理解と活用

　管理者や職員は、日常生活自立支援事業や成年後
見制度について学ぶ機会を持ち、個々の必要性を関
係者と話し合い、それらを活用できるよう支援して
いる

9 ○契約に関する説明と納得

契約の締結、解約又は改定等の際は、利用者や家族
等の不安や疑問点を尋ね、十分な説明を行い理解・
納得を図っている

10 6 ○運営に関する利用者、家族等意見の反映

利用者や家族等が意見、要望を管理者や職員並びに
外部者へ表せる機会を設け、それらを運営に反映さ
せている

身体拘束に関しては入社時研修を必須とし、年2回定
期的にも行っています。研修に参加できない職員は
研修資料で学び、レポートを記入し理解、認識する
ようにしています。グループホームのユニット間は
自由に行き来ができるようにしています。施設全体
で身体拘束委員会を３ヶ月に１回行っています。

施設全体で身体拘束委員会があり、グループホー
ム、介護付き有料老人ホーム、デイサービス、訪問
介護、居宅介護支援事業所から職員2名ずつを選出
し、各種別から様々なケースを持ちよりながら事例
検討が行えるのも複合型施設ならではの利点です。
また、入職時研修でも身体拘束や虐待について研修
を行っている他、年2回は研修行い、身体拘束につい
ての理解を深めています。

今後の継続

外部で学ぶ機会を管理者や計画作成、リーダーが持
ち、個々の必要性に合わせて活用できるようにして
います。

契約締結、解約の際には十分な説明を行い、疑問な
どに対しても理解、納得していただけるようにして
います。

運営推進会議のほかに2ヶ月に一度、家族会を開催し
広く意見要望を聞き反映できるようにしています。
事故報告、ヒヤリハット、苦情などの報告もしてい
ます。ご家族来訪時には声を掛け、日常の暮らしぶ
りや変化を伝えています。なかなか来訪できないご
家族には、電話連絡しています。

契約時に重要事項説明書に記載している苦情相談窓
口の連絡先について説明していますが、家族の面会
時や、2ヶ月毎に開催している運営推進会議や家族会
でも日頃の近況報告と併せて意見や要望を聞いてい
ます。家族には、良し悪し関わらず、正直に様子を
伝えることで、管理者と家族は信頼関係を構築でき
ています。

今後の継続

身体拘束同様、高齢者虐待についても定期的に勉強
会を実施し、職員が共通の意識を持てるようにして
います。
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

11 7 ○運営に関する職員意見の反映

代表者や管理者は、運営に関する職員の意見や提案
を聞く機会を設け、反映させている

12 ○就業環境の整備

代表者は、管理者や職員個々の努力や実績、勤務状
況を把握し、給与水準、労働時間、やりがいなど、
各自が向上心を持って働けるよう職場環境・条件の
整備に努めている

13 ○職員を育てる取組み

代表者は、管理者や職員一人ひとりのケアの実際と
力量を把握し、法人内外の研修を受ける機会の確保
や、働きながらトレーニングしていくことを進めて
いる

14 ○同業者との交流を通じた向上

代表者は、管理者や職員が同業者と交流する機会を
つくり、ネットワークづくりや勉強会、相互訪問等
の活動を通じて、サービスの質を向上させていく取
組みをしている

15 ○初期に築く本人との信頼関係

サービスの利用を開始する段階で、本人が困ってい
ること、不安なこと、要望等に耳を傾けながら、本
人の安心を確保するための関係づくりに努めている

　Ⅱ　安心と信頼に向けた関係づくりと支援

入居前にはご本人に面談し、当施設で穏やかな生活
ができるか確認しています。また入居時にはご家族
様に協力していただき、ご本人の生活歴や生活状況
を職員が把握し、ご本人が安心して生活する場を確
保するようにしています。

地域包括支援サンタ―と地域での同業者のネット
ワークを作り、2ヶ月に一度交流する機会を設けてい
ます。また、同業者が行っているセミナーにも参加
させていただいています。

年に１～２回職員との面談話し合いを持ち、個々の
思いを聞き問題があれば解決に努めます。

施設内では年間計画をもとに毎月勉強会を行ってお
り、正社員、契約社員、パート職員の区別なく参加
していただいています。施設外での研修は希望者に
は受講する機会を与えています。本社での研修もあ
り、職員には参加していただいています。

施設全体の会議、毎月行われるグループホームユ
ニットごとの会議で職員の意見、要望を聞くことが
できるようにしています。それ以外でも随時、何か
あったら意見や提案に耳を傾けるようにしていま
す。

毎月のユニット会議や現場で職員から意見や提案を
聞き、直ぐに改善できることについては、業務に反
映させています。また、施設全体の会議も毎月開催
しており、必要に応じて全体会議に挙げ、事業所の
ユニット会議で結果を報告しています。職員の勤続
年数も長く、管理者と職員は日頃から、なんでも意
見を言える関係性が構築されています。

今後の継続
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16 ○初期に築く家族等との信頼関係

　サービスの利用を開始する段階で、家族等が困っ
ていること、不安なこと、要望等に耳を傾けなが
ら、関係づくりに努めている

17 ○初期対応の見極めと支援

サービスの利用を開始する段階で、本人と家族等が
「その時」まず必要としている支援を見極め、他の
サービス利用も含めた対応に努めている

18 ○本人と共に過ごし支え合う関係

職員は、本人を介護される一方の立場に置かず、暮
らしを共にする者同士の関係を築いている

19 ○本人と共に支え合う家族との関係

職員は、家族を支援される一方の立場に置かず、本
人と家族の絆を大切にしながら、共に本人を支えて
いく関係を築いている

20 8 ○馴染みの人や場との関係継続の支援

本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や場所と
の関係が途切れないよう、支援に努めている

入居前より行っている馴染みの場所への外出などに
は制限を設けず、出掛けていただけるよう支援をし
ています。また面会に対しても制限を設けないよう
心掛けています。

町内会に住んでいた方の入居もあり、町内の知り合
いが訪ねて来る方、年末年始に家族と過ごされる方
もいます。また、以前から利用していた理美容院に
お連れしてカットやカラーをしている方、携帯電話
を持ち込んでいる方はご自分で家族と連絡を取り
合っている方もいます。

今後の継続

グループホームとはどういう場所なのかを職員は理
解し、ご入居者のできることは一緒に行い、ご入居
者にとっては生活の場であるということを忘れない
よう配慮しています。

ご入居者をご家族と職員が一緒に支えられるよう、
日頃の様子を細かく隠さずに報告するように心掛け
ています。ご家族との外出や面会などは制限を設け
ず、ご家族の思いには答えるようにしています。

家族のニーズや家庭状況の把握に努め、充分対話を
する中で良好な関係作りに努めています。

相談時には家族の思いをうかがい、状況を確認させ
ていただいています。現状でできる支援とできない
支援を判断し、できない場合は他のサービスなどを
紹介させていただいています。
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21 ○利用者同士の関係の支援

利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤立せず
に利用者同士が関わり合い、支え合えるような支援
に努めている

22 ○関係を断ち切らない取組み

サービス利用（契約）が終了しても、これまでの関
係性を大切にしながら、必要に応じて本人・家族の
経過をフォローし、相談や支援に努めている

23 9 ○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の把握に
努めている。困難な場合は、本人本位に検討してい
る。

24 ○これまでの暮らしの把握

一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生活環
境、これまでのサービス利用の経過等の把握に努め
ている

25 ○暮らしの現状の把握

一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有する力
等の現状の把握に努めている

朝夕の申し送りで職員はご入居者の日々の変化を伝
え、職員全員が現状を把握するよう努めています。

入居時の情報をもとにご本人の希望や意向に添える
よう、また入居後はご入居者に寄り添いながら思い
や意向を把握できるしています。思いなどを表出で
きないご入居者に対しては、ご家族や職員と話し合
い支援にするようにしています。

入居前のアセスメントで医療、生活歴、ADL、暮らし
方の希望について話しを伺いながら、思いや意向の
把握に努めています。アセスメントで得られた情報
を基に、日々の関りや会話の中で本人が発した言葉
や職員の気づきを記録に残して情報を共有していま
す。夜にテレビを観たいと言う方は19～23時まで観
て頂いたり、自立している方は買い物に行って調理
して頂く等、可能な限り思いや意向に沿った支援を
行っています。

今後の継続

入居前にはご自宅に伺うなどしてご本人と面接を行
い、ご家族からは生活歴などを書面でいただきご本
人のことを把握できるようにしています。

契約終了後も必要に応じて連絡したりし、何かあっ
た場合は支援するようにしています。

　Ⅲ　その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

できるだけ食堂に集まっていただく時間を増やし、
ご入居者同士や職員との歓談ができる環境を作って
います。また職員がいないところでも歓談ができる
ようスペースを設けています。
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26 10 ○チームでつくる介護計画とモニタリング

本人がより良く暮らすための課題とケアのあり方に
ついて、本人、家族、必要な関係者と話し合い、そ
れぞれの意見やアイディアを反映し、現状に即した
介護計画を作成している

27 ○個別の記録と実践への反映

日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工夫を個
別記録に記入し、職員間で情報を共有しながら実践
や介護計画の見直しに活かしている

28 ○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化

本人や家族の状況、その時々に生まれるニーズに対
応して、既存のサービスに捉われない、柔軟な支援
やサービスの多機能化に取り組んでいる

29 ○地域資源との協働

一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を把握
し、本人が心身の力を発揮しながら安全で豊かな暮
らしを楽しむことができるよう支援している

30 11 ○かかりつけ医の受診診断

受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、納得が
得られたかかりつけ医と事業所の関係を築きなが
ら、適切な医療を受けられるように支援している

ご入居者が災害時などの際、施設に孤立しないよう
地域包括センターの職員や地域の他事業者と情報を
交換し協力関係を築いています。

入居時に主治医の変更は勧めず、馴染みのかかりつ
け医に受診されている利用者もおります。内科嘱託
医、歯科の訪問医療と密接に連絡を取り支援してい
ます。

主治医については、本人と家族の希望を尊重し、か
かりつけ医がある場合は、馴染みの主治医に診て頂
くことを勧めており、継続して馴染みのかかりつけ
医で受診されている方もいます。提携医の往診は月2
回あり、看護師は医師と別日に週1回の巡回がありま
す。歯科医の往診時に衛生士も同行して、必要な方
のみ診て頂いています。マッサージを利用している
方もおり、人によって受けている回数も異なってい
ます。

今後の継続

個人記録には食事・水分・排泄やバイタルなどの身
体状況や生活状況を記録し、特変などは申し送りで
伝え、職員が情報を共有できるようにしています。

医療連携（訪問看護）で介護職では把握できない状
況に対応しています。通院対応がご家族で難しい場
合は施設で行うようにしています。また、ご家族が
一緒に食事を希望される場合は準備し一緒に召し上
がっていただいています。

ご本人には日頃の関わりの中で、ご家族には来訪時
や電話連絡の際に思いや意見を伺っています。毎月
ユニット会議を行い、職員も認識を統一していま
す。何かあった場合は臨機応変に対応し、現状に即
した支援をするようにしています。

月1回のユニット会議の中でケア会議も合わせて行っ
ています。ケアカンファレンスの前に9人分のモニタ
リングを行い、個人記録や職員の気づきを基に、現
状における課題等を話し合い、現状に即した介護計
画の作成に努めています。短期目標は3ヶ月、長期目
標は半年としていますが、特変などがあった場合は
その都度見直しを行っています。

今後の継続
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31 ○看護職員との協働

介護職員は、日常の関わりの中でとらえた情報や気
づきを、職場内の看護職員や訪問看護師等に伝えて
相談し、個々の利用者が適切な受診や看護を受けら
れるように支援している

32 ○入退院時の医療機関との協働

利用者が入院した際、安心して治療できるように、
また、できるだけ早期に退院できるように、病院関
係者との情報交換や相談に努めている。又は、そう
した場合に備えて病院関係者との関係づくりを行っ
ている。

33 12 ○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援

重度化した場合や終末期のあり方について、早い段
階から本人・家族等と話し合いを行い、事業所でで
きることを十分に説明しながら方針を共有し、地域
の関係者と共にチームで支援に取り組んでいる

34 ○急変や事故発生時の備え

利用者の急変や事故発生時に備えて、全ての職員は
応急手当や初期対応の訓練を定期的に行い、実践力
を身に付けている

35 13 ○災害対策

火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わず利用
者が避難できる方法を全職員が身につけるととも
に、地域との協力体制を築いている

消防署の協力を得て、年2回避難訓練を行い避難経路
の確認や消火器の使い方を訓練しています。災害時
に対し３日分の備蓄も用意しており、ＡＥＤも設置
しています。

施設全体による合同訓練を年2回、うち1回は消防署
職員立ち合いの下で実施しています。訓練は利用者
も参加して頂き、通報、水消火器を使用した消火訓
練を夜間想定で行っています。事務所内にマニュア
ルとフローーチャートを掲示し、慌てずに対処でき
るようにしています。備蓄品は各ユニット、フロア
ごとに確保しており、1週間分程の水や食料は確保さ
れている他、カセットコンロ、ラジオ、電池、懐中
電灯、衛生用品もあります。

今後の継続

入居時や家族会などで施設でできることを説明して
います。まだご本人やご家族の意向を踏まえながら
主治医と連携を取り、納得した最期が迎えられるよ
う取り組み、看取りまでさせていただいています。

入居時に重度化した場合における指針、事業所で出
来ること出来ないことを説明した後に同意書を取り
交わしています。主治医から話があった段階で、主
治医と家族の話し合いの場を設け、直接医師から状
況を説明して頂くようにしています。その後、家
族、医師、管理者、計画作成者による話し合の場を
持ち、今後の方針を決めています。事業所での看取
りを希望される場合は、主治医との連携を密にし
て、穏やかな最期が迎えられるように支援していま
す。

今後の継続

マニュアルを整備し、確認するようにしています。

医療連携で訪問看護に週1回来ていただき健康管理や
医療面で支援していただいています。また状況に
よっては併設の有料老人ホームやディサービスの看
護師に相談しています。

入院時には職員が付き添い、ご本人の生活状況など
を医療機関に提供しています。また入院中には職員
が見舞いに訪れ、施設で対応可能な状況になった場
合は早めに退院できるよう医療機関に申し入れてい
ます。
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36 14 ○一人ひとりの人格の尊重とプライバシーの確保

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバシーを
損ねない言葉かけや対応をしている

37 ○利用者の希望の表出や自己決定の支援

日常生活の中で本人が思いや希望を表したり、自己
決定できるように働きかけている

38 ○日々のその人らしい暮らし

職員側の決まりや都合を優先するのではなく、一人
ひとりのペースを大切にし、その日をどのように過
ごしたいか、希望にそって支援している

39 ○身だしなみやおしゃれの支援

その人らしい身だしなみやおしゃれができるように
支援している

40 15 ○食事を楽しむことのできる支援

食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの好み
や力を活かしながら、利用者と職員が一緒に準備や
食事、片付けをしている

重度化により日々の食事の準備をご入居者と一緒に
行うことは難しくなっています。後片付けができる
ご入居者には継続して行っていただいています。旬
の食材が話題になった時はすぐに食卓に乗せ、ご入
居者の希望があればできるかぎり対応しています。

開設以来、手作りの食事を提供しています。食事の
メニューは利用者の希望も取り入れながら職員が考
え、週2回食材の買い出しに行っています。重度化に
伴い一緒に食事の準備等をして頂くことは難しく
なってきていますが、一緒にプランターで季節野菜
を栽培する等、食への関心を高めることで生きがい
や楽しみを持って生活できるよう注力しています。

今後の継続

一日の大きな流れは決まっていますが、時間で職員
が仕事をこなすのではなく、ご入居者の体調に気を
配りながら一人ひとりのペースに合わせた生活をし
ていただいています。

２ヶ月に一度訪問理美容に来ていただいていますが
馴染みの理美容に出掛けられているご入居者もおり
ます。朝の着替えの他にも食べこぼしなどがあった
場合は随時交換し、清潔な身だしなみをしていただ
いています。

個人情報保護法の勉強会を１年に一度行っていま
す。ご入居者の人格を尊重し、プライバシーの確保
についてミーティングでも話し合い、職員同士でも
注意するようにしています。

施設全体で接遇向上委員会があり、委員会のメン
バーが中心となって、個人情報保護法や接遇に関す
る研修を行っています。利用者1人ひとりの人格や生
活歴をそのまま受け入れ、否定しない対応を心がけ
ています。プライバシーの確保については、ミー
ティングでも話し合い、職員同士で日頃から注意し
合える環境作りに努めています。

今後の継続

言葉で意思を表出できないご入居者に対しても、表
情で読み取るよう心掛け、職員の勝手な判断を押し
付けないようにしています。
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41 ○栄養摂取や水分確保の支援

食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じて確
保できるよう、一人ひとりの状態や力、習慣に応じ
た支援をしている

42 ○口腔内の清潔保持

口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食後、一人
ひとりの口腔状態や本人の力に応じた口腔ケアをし
ている

43 16 ○排泄の自立支援

排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひとりの
力や排泄のパターン、習慣を活かして、トイレでの
排泄や排泄の自立に向けた支援を行っている

44 ○便秘の予防と対応

便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物の工夫や
運動への働きかけ等、個々に応じた予防に取り組ん
でいる

45 17 ○入浴を楽しむことができる支援

一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入浴を楽
しめるように、職員の都合で曜日や時間帯を決めて
しまわずに、個々に応じた入浴の支援をしている

排泄チェック表で排便状況を把握しています。ヨー
グルトやバナナ、プルーンを毎食召し上がっていた
だき、服薬に頼らず排便を促すように食事の工夫も
しています。また水分摂取は個々に目標を定めて支
援しています。

週２回の入浴を基本としていますが、皮膚状態など
でそれ以上の入浴が必要なご入居者には個々に対応
しています。また、一般浴での入浴が難しいご入居
者には機械浴で対応しています。

週2回を基本とし、午前中に入浴して頂くようにして
いますが、希望や体調に配慮しながら柔軟な対応で
入浴支援を行っています。一般浴での入浴が難しい
方は、デイサービスの機械浴で対応しています。希
望される方には同性介助で対応し、入浴後には保湿
クリームを塗布して、肌の乾燥にも配慮していま
す。入浴剤は人によって肌に合わない方もいるので
使用していませんが、季節のゆずや菖蒲湯は行って
います。

今後の継続

毎食後、口腔ケアを実施しています。うがいができ
ないご入居者には、口腔ケアウェットシートなども
活用しています。訪問歯科医とも連携しながらも、
口腔内の清潔保持に努めています。

川崎市の自立支援介護の講習に参加しています。自
立支援介護の理論を職員で共有し、一人ひとりに
あった支援を行うようにしています。

排泄チェック表で個々の排泄パターンの把握に努
め、定時やタイミングを見計らった声かけでトイレ
誘導を行っています。管理者は、以前から自立支援
介護の一人者でもある、国際医療福祉大学大学院竹
内孝二教授の支援方法に共感しており、自立介護の
理論を全職員で共有し、日常のケア中で「水分」
「栄養」「運動」を意識することで、薬に頼らずに
自然体で排泄出来るよう支援しています。

今後の継続

食事摂取、水分量のチェック表で日々の状態を把握
しています。食形態の変更が必要な場合は、食が進
むように職員間でアイデアを出しながら摂取量を確
保できるようにしています。
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

46 ○安眠や休息の支援

一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応じて、
休息したり、安心して気持ちよく眠れるよう支援し
ている

47 ○服薬支援

一人ひとりが使用している薬の目的や副作用、用法
や用量について理解しており、服薬の支援と症状の
変化の確認に努めている

48 ○役割、楽しみごとの支援

張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、一人
ひとりの生活歴や力を活かした役割、嗜好品、楽し
みごと、気分転換等の支援をしている

49 18 ○日常的な外出支援

一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に出かけ
られるよう支援に努めている。また、普段は行けな
いような場所でも、本人の希望を把握し、家族や地
域の人々と協力しながら出かけられるように支援し
ている

50 ○お金の所持や使うことの支援

職員は、本人がお金を持つことの大切さを理解して
おり、一人ひとりの希望や力に応じて、お金を所持
したり使えるように支援している

少ないですが個人的に金銭を所持しているご入居者
もいます。ご家族の協力で小遣いを自由に使用でき
るご入居者は、職員と一緒に買い物に行くこともあ
ります。

お願いできる仕事を探し、一人ひとりに合った役割
を見つけるようにしています。縫い物や編み物を
行っているご入居者もいらっしゃいます。

天気の良い日などは外出するようにしていますが、
ご入居者のＡＤＬ低下により日常的に外出支援の時
間が取りずらくなっています。遠出の外出では花
見、イチゴ狩りやバラ苑に行き季節を感じたり、靖
国神社への外出支援もしました。

天気や気候の良い日には散歩にお連れするようにし
ていますが、ADLの低下に伴い外出支援の時間が取り
ずらくなってきています。外出時には近くのコンビ
ニで買い物や、鶴見川の堤防を歩き、気分転換出来
るように支援しています。遠出の外出時には家族に
も声を掛けて、靖国神社まで花見に行ったり、生田
緑地、いちご狩り、バラ園にも出かけています。ク
リスマスには華やかなイルミネーションが装飾され
ており、暗くなってから外に出て、イルミネーショ
ンを楽しんで頂けるようにもしています。

今後の継続

ご本人の生活リズムを大切にしています。毎日起き
ることが難しくなっているご入居者には、起きてい
ただけるタイミングで支援し、日中ベッド休息が必
要なご入居者には安心して休んでいただけるよう支
援しています。

ご入居者の薬の処方などの説明はファイルに保管
し、職員がわかるようにしています。主治医と連携
しできるだけ薬の量を減らし誤薬のないようにして
います。
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

51 ○電話や手紙の支援

家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、手紙の
やり取りができるように支援をしている

52 19 ○居心地のよい共用空間づくり

共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、浴
室、トイレ等）が、利用者にとって不快や混乱をま
ねくような刺激（音、光、色、広さ、温度など）が
ないように配慮し、生活感や季節感を採り入れて、
居心地よく過ごせるような工夫をしている

53 ○共用空間における一人ひとりの居場

共用空間の中で、独りになれたり、気の合った利用
者同士で思い思いに過ごせるような居場所の工夫を
している

54 20 ○居心地よく過ごせる居室の配慮

居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と相談し
ながら、使い慣れたものや好みのものを活かして、
本人が居心地よく過ごせるような工夫をしている

55 ○一人ひとりの力を活かした安全な環境づくり

建物内部は一人ひとりの「できること」や「わかる
こと」を活かして、安全かつできるだけ自立した生
活が送れるように工夫している

入居時には家具や寝具は使い慣れた物を持ち込むよ
うにお話しています。ご自宅で使っていた家具や仏
壇を持ち込まれているご入居者もおり、ご本人に
とって落ち着いて過ごせる環境づくりに努めていま
す。

介護用ベット、クローゼット、エアコン、照明は完
備されていますが、生活環境の変化から入居者が不
安や混乱を招くことのないように、使い慣れた家具
や調度品を持ち込んで頂くことを勧めています。居
室には、衣装ケース、タンス、仏壇、テレビ、家族
写真等、その方にとって馴染みのある物が持ち込ま
れ、落ち着いて過ごせる居室作りが行われていま
す。

今後の継続

施設内は安全に生活できるようにバリアフリーであ
り、手すりが設置されています。トイレも各ユニッ
ト４か所あり、自由に行けるようわかりやすい表示
にしています。

共用の居間は南側に面して明るい空間になるように
なっています。廊下やトイレには手すりを設け、バ
リアフリーになっています。

リビングは南向きで窓も大きく、採光が良く明るい
空間になっています。シクラメン等の花や観葉植物
を飾り、空気清浄効果や加湿効果、癒しを与えてく
れるアクセントになっています。また、季節の装飾
やレクで作った作品も適度に飾られ、室温や湿度に
も配慮し、快適な空間作りがされています。座席の
配置等は利用者同士の相性やADLに配慮して決めてい
ます。

今後の継続

居間のダイニングテーブルの他にも椅子などを配置
し、他のご入居者から離れることのできる場所を設
けています。

携帯電話の所持は自由で、お持ちになり使用されて
いる方もいらっしゃいます。お手紙のやり取りにつ
いても必要な支援を職員がしています。

㈱R-CORPORATION外部評価事業部



事業所

作成日

〔目標達成計画〕

優 項

先 目 現状における 目標達成に

順 番 問題点、課題 要する期間

位 号

注1）項目番号欄には、自己評価項目の番号を記入すること。
注2）項目数が足りない場合は、行を追加すること。

目　　標
目標達成に向けた

具体的な取組み内容

目　標　達　成　計　画
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56 〇 1，ほぼ全ての利用者の 63 〇 1，ほぼ全ての家族と

2，利用者の2/3くらいの 2，家族の2/3くらいと

3．利用者の1/3くらいの 3．家族の1/3くらいと

4．ほとんど掴んでいない 4．ほとんどできていない

57 〇 1，毎日ある 64 1，ほぼ毎日のように

2，数日に1回程度ある 2，数日に1回程度ある

3．たまにある 〇 3．たまに

4．ほとんどない 4．ほとんどない

58 〇 1，ほぼ全ての利用者が 65 1，大いに増えている

2，利用者の2/3くらいが 2，少しずつ増えている

3．利用者の1/3くらいが 〇 3．あまり増えていない

4．ほとんどいない 4．全くいない

59 〇 1，ほぼ全ての利用者が 66 〇 1，ほぼ全ての職員が

2，利用者の2/3くらいが 2，職員の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．職員の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

60 1，ほぼ全ての利用者が 67 〇 1，ほぼ全ての利用者が

〇 2，利用者の2/3くらいが 2，利用者の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

61 〇 1，ほぼ全ての利用者が 68 〇 1，ほぼ全ての家族等が

2，利用者の2/3くらいが 2，家族等の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．家族等の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

62 〇 1，ほぼ全ての利用者が

2，利用者の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない

利用者は、戸外の行きたいところへ出かけてい
る。
（参考項目：49）

職員から見て、利用者はサービスにおおむね
満足していると思う。

利用者は、健康管理や医療面、安全面で不安な
く過ごせている。
（参考項目：30,31）

職員から見て、利用者の家族等はサービスに
おおむね満足していると思う。

利用者は、その時々の状況や要望に応じた柔軟
な支援により、安心して暮らせている。
（参考項目：28）

利用者と職員が一緒にゆったりと過ごす場面が
ある。
（参考項目：18,38）

通いの場やグループホームに馴染みの人や地
域の人々が訪ねて来ている。
（参考項目：9,10,19）

利用者は、一人ひとりのペースで暮らしてい
る。
（参考項目：38）

運営推進会議を通して、地域住民や地元の関
係者とのつながりの拡がりや深まりがあり、
事業所の理解者や応援者が増えている。
（参考項目：4）

利用者は、職員が支援することで生き生きとし
た表情や姿がみられている。
（参考項目：36,37）

職員は、活き活きと働けている。
（参考項目：11,12）

 事業所名  　川崎ナーシングヴィラそよ風

 ユニット名 　 やまゆり

　Ⅴ　アウトカム項目

職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意向
を掴んでいる。
（参考項目：23,24,25）

職員は、家族が困っていること、不安なこ
と、求めていることをよく聴いており、信頼
関係ができている。
（参考項目：9,10,19）
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

1 1 ○理念の共有と実践

　地域密着型サービスの意義を踏まえた事業所理念
をつくり、管理者と職員は、その理念を共有して実
践につなげている

2 2 ○事業所と地域とのつきあい

　利用者が地域とつながりながら暮らし続けられる
よう、事業所自体が地域の一員として日常的に交流
している

3 ○事業所の力を活かした地域貢献

　事業所は、実践を通じて積み上げている認知症の
人の理解や支援の方法を、地域の人々に向けて活か
している

4 3 ○運営推進会議を活かした取組み

　運営推進会議では、利用者やサービスの実際、評
価への取り組み状況等について報告や話し合いを行
い、そこでの意見をサービス向上に活かしている

5 4 ○市町村との連携

　市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、事業所
の実情やケアサービスの取組みを積極的に伝えなが
ら、協力関係を築くように取り組んでいる

偶数月に運営推進会議、奇数月には家族会を開催し
日々の生活状況を報告し、意見要望などをいただき
サービス向上につなげています。

行政主催の研修や講習会に参加。不明なことに関し
ては電話やFAXでご指導いただくようにしています。
今年度も川崎市の「健幸福寿プロジェクト」に参加
しています。

町内会に加入し、回覧板の閲覧をしています。御神
輿や盆踊りなどの行事に参加。クリスマスシーズン
は施設の建物にイルミネーションが装飾され、地域
の方に楽しんでいただいています。

地域に少しでも貢献できるよう地域包括と連携を
取っています。地域包括が行っているゆめみサロン
に管理者は参加し、地域の勉強会にも協力していま
す。

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

　Ⅰ　理念に基づく運営

それぞれのユニットの理念は変えず、理念が実践で
きるようミーティングなどで確認しています。今ま
で参加していた町内会の行事が減り、地域住民との
交流は減りましたが、他の施設との交流をしていま
す。
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

6 5 ○身体拘束をしないケアの実践

代表者及び全ての職員が「指定地域密着型サービス
指定基準及び指定地域密着型介護予防サービス指定
基準における禁止の対象となる具体的な行為」を正
しく理解しており、玄関の施錠を含めて身体拘束を
しないケアに取り組んでいる

7 ○虐待の防止の徹底

管理者や職員は、高齢者虐待防止法等について学ぶ
機会を持ち、利用者の自宅や事業所内での虐待が見
過ごされることがないよう注意を払い、防止に努め
ている

8 ○権利擁護に関する制度の理解と活用

　管理者や職員は、日常生活自立支援事業や成年後
見制度について学ぶ機会を持ち、個々の必要性を関
係者と話し合い、それらを活用できるよう支援して
いる

9 ○契約に関する説明と納得

契約の締結、解約又は改定等の際は、利用者や家族
等の不安や疑問点を尋ね、十分な説明を行い理解・
納得を図っている

10 6 ○運営に関する利用者、家族等意見の反映

利用者や家族等が意見、要望を管理者や職員並びに
外部者へ表せる機会を設け、それらを運営に反映さ
せている

運営推進会議のほかに2ヶ月に一度、家族会を開催し
広く意見要望を聞き反映できるようにしています。
事故報告、ヒヤリハット、苦情などの報告もしてい
ます。ご家族来訪時には声を掛け、日常の暮らしぶ
りや変化を伝えています。なかなか来訪できないご
家族には、電話連絡しています。

外部で学ぶ機会を管理者や計画作成、リーダーが持
ち、個々の必要性に合わせて活用できるようにして
います。

契約締結、解約の際には十分な説明を行い、疑問な
どに対しても理解、納得していただけるようにして
います。

身体拘束に関しては入社時研修を必須とし、年2回定
期的にも行っています。研修に参加できない職員は
研修資料で学び、レポートを記入し理解、認識する
ようにしています。グループホームのユニット間は
自由に行き来ができるようにしています。施設全体
で身体拘束委員会を３ヶ月に１回行っています。

身体拘束同様、高齢者虐待についても定期的に勉強
会を実施し、職員が共通の意識を持てるようにして
います。
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

11 7 ○運営に関する職員意見の反映

代表者や管理者は、運営に関する職員の意見や提案
を聞く機会を設け、反映させている

12 ○就業環境の整備

代表者は、管理者や職員個々の努力や実績、勤務状
況を把握し、給与水準、労働時間、やりがいなど、
各自が向上心を持って働けるよう職場環境・条件の
整備に努めている

13 ○職員を育てる取組み

代表者は、管理者や職員一人ひとりのケアの実際と
力量を把握し、法人内外の研修を受ける機会の確保
や、働きながらトレーニングしていくことを進めて
いる

14 ○同業者との交流を通じた向上

代表者は、管理者や職員が同業者と交流する機会を
つくり、ネットワークづくりや勉強会、相互訪問等
の活動を通じて、サービスの質を向上させていく取
組みをしている

15 ○初期に築く本人との信頼関係

サービスの利用を開始する段階で、本人が困ってい
ること、不安なこと、要望等に耳を傾けながら、本
人の安心を確保するための関係づくりに努めている

地域包括支援サンタ―と地域での同業者のネット
ワークを作り、2ヶ月に一度交流する機会を設けてい
ます。また、同業者が行っているセミナーにも参加
させていただいています。

　Ⅱ　安心と信頼に向けた関係づくりと支援

入居前にはご本人に面談し、当施設で穏やかな生活
ができるか確認しています。また入居時にはご家族
様に協力していただき、ご本人の生活歴や生活状況
を職員が把握し、ご本人が安心して生活する場を確
保するようにしています。

年に１～２回職員との面談話し合いを持ち、個々の
思いを聞き問題があれば解決に努めます。

施設内では年間計画をもとに毎月勉強会を行ってお
り、正社員、契約社員、パート職員の区別なく参加
していただいています。施設外での研修は希望者に
は受講する機会を与えています。本社での研修もあ
り、職員には参加していただいています。

施設全体の会議、毎月行われるグループホームユ
ニットごとの会議で職員の意見、要望を聞くことが
できるようにしています。それ以外でも随時、何か
あったら意見や提案に耳を傾けるようにしていま
す。
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16 ○初期に築く家族等との信頼関係

　サービスの利用を開始する段階で、家族等が困っ
ていること、不安なこと、要望等に耳を傾けなが
ら、関係づくりに努めている

17 ○初期対応の見極めと支援

サービスの利用を開始する段階で、本人と家族等が
「その時」まず必要としている支援を見極め、他の
サービス利用も含めた対応に努めている

18 ○本人と共に過ごし支え合う関係

職員は、本人を介護される一方の立場に置かず、暮
らしを共にする者同士の関係を築いている

19 ○本人と共に支え合う家族との関係

職員は、家族を支援される一方の立場に置かず、本
人と家族の絆を大切にしながら、共に本人を支えて
いく関係を築いている

20 8 ○馴染みの人や場との関係継続の支援

本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や場所と
の関係が途切れないよう、支援に努めている

入居前より行っている馴染みの場所への外出などに
は制限を設けず、出掛けていただけるよう支援をし
ています。また面会に対しても制限を設けないよう
心掛けています。

グループホームとはどういう場所なのかを職員は理
解し、ご入居者のできることは一緒に行い、ご入居
者にとっては生活の場であるということを忘れない
よう配慮しています。

ご入居者をご家族と職員が一緒に支えられるよう、
日頃の様子を細かく隠さずに報告するように心掛け
ています。ご家族との外出や面会などは制限を設け
ず、ご家族の思いには答えるようにしています。

家族のニーズや家庭状況の把握に努め、充分対話を
する中で良好な関係作りに努めています。

相談時には家族の思いをうかがい、状況を確認させ
ていただいています。現状でできる支援とできない
支援を判断し、できない場合は他のサービスなどを
紹介させていただいています。
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21 ○利用者同士の関係の支援

利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤立せず
に利用者同士が関わり合い、支え合えるような支援
に努めている

22 ○関係を断ち切らない取組み

サービス利用（契約）が終了しても、これまでの関
係性を大切にしながら、必要に応じて本人・家族の
経過をフォローし、相談や支援に努めている

23 9 ○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の把握に
努めている。困難な場合は、本人本位に検討してい
る。

24 ○これまでの暮らしの把握

一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生活環
境、これまでのサービス利用の経過等の把握に努め
ている

25 ○暮らしの現状の把握

一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有する力
等の現状の把握に努めている

入居前にはご自宅に伺うなどしてご本人と面接を行
い、ご家族からは生活歴などを書面でいただきご本
人のことを把握できるようにしています。

朝夕の申し送りで職員はご入居者の日々の変化を伝
え、職員全員が現状を把握するよう努めています。

契約終了後も必要に応じて連絡したりし、何かあっ
た場合は支援するようにしています。

　Ⅲ　その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

入居時の情報をもとにご本人の希望や意向に添える
よう、また入居後はご入居者に寄り添いながら思い
や意向を把握できるしています。思いなどを表出で
きないご入居者に対しては、ご家族や職員と話し合
い支援にするようにしています。

できるだけ食堂に集まっていただく時間を増やし、
ご入居者同士や職員との歓談ができる環境を作って
います。また職員がいないところでも歓談ができる
ようスペースを設けています。
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26 10 ○チームでつくる介護計画とモニタリング

本人がより良く暮らすための課題とケアのあり方に
ついて、本人、家族、必要な関係者と話し合い、そ
れぞれの意見やアイディアを反映し、現状に即した
介護計画を作成している

27 ○個別の記録と実践への反映

日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工夫を個
別記録に記入し、職員間で情報を共有しながら実践
や介護計画の見直しに活かしている

28 ○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化

本人や家族の状況、その時々に生まれるニーズに対
応して、既存のサービスに捉われない、柔軟な支援
やサービスの多機能化に取り組んでいる

29 ○地域資源との協働

一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を把握
し、本人が心身の力を発揮しながら安全で豊かな暮
らしを楽しむことができるよう支援している

30 11 ○かかりつけ医の受診診断

受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、納得が
得られたかかりつけ医と事業所の関係を築きなが
ら、適切な医療を受けられるように支援している

入居時に主治医の変更は勧めず、馴染みのかかりつ
け医に受診されている利用者もおります。内科嘱託
医、歯科の訪問医療と密接に連絡を取り支援してい
ます。

医療連携（訪問看護）で介護職では把握できない状
況に対応しています。通院対応がご家族で難しい場
合は施設で行うようにしています。また、ご家族が
一緒に食事を希望される場合は準備し一緒に召し上
がっていただいています。

ご入居者が災害時などの際、施設に孤立しないよう
地域包括センターの職員や地域の他事業者と情報を
交換し協力関係を築いています。

ご本人には日頃の関わりの中で、ご家族には来訪時
や電話連絡の際に思いや意見を伺っています。毎月
ユニット会議を行い、職員も認識を統一していま
す。何かあった場合は臨機応変に対応し、現状に即
した支援をするようにしています。

個人記録には食事・水分・排泄やバイタルなどの身
体状況や生活状況を記録し、特変などは申し送りで
伝え、職員が情報を共有できるようにしています。
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31 ○看護職員との協働

介護職員は、日常の関わりの中でとらえた情報や気
づきを、職場内の看護職員や訪問看護師等に伝えて
相談し、個々の利用者が適切な受診や看護を受けら
れるように支援している

32 ○入退院時の医療機関との協働

利用者が入院した際、安心して治療できるように、
また、できるだけ早期に退院できるように、病院関
係者との情報交換や相談に努めている。又は、そう
した場合に備えて病院関係者との関係づくりを行っ
ている。

33 12 ○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援

重度化した場合や終末期のあり方について、早い段
階から本人・家族等と話し合いを行い、事業所でで
きることを十分に説明しながら方針を共有し、地域
の関係者と共にチームで支援に取り組んでいる

34 ○急変や事故発生時の備え

利用者の急変や事故発生時に備えて、全ての職員は
応急手当や初期対応の訓練を定期的に行い、実践力
を身に付けている

35 13 ○災害対策

火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わず利用
者が避難できる方法を全職員が身につけるととも
に、地域との協力体制を築いている

マニュアルを整備し、確認するようにしています。

消防署の協力を得て、年2回避難訓練を行い避難経路
の確認や消火器の使い方を訓練しています。災害時
に対し３日分の備蓄も用意しており、ＡＥＤも設置
しています。

入院時には職員が付き添い、ご本人の生活状況など
を医療機関に提供しています。また入院中には職員
が見舞いに訪れ、施設で対応可能な状況になった場
合は早めに退院できるよう医療機関に申し入れてい
ます。

入居時や家族会などで施設でできることを説明して
います。まだご本人やご家族の意向を踏まえながら
主治医と連携を取り、納得した最期が迎えられるよ
う取り組み、看取りまでさせていただいています。

医療連携で訪問看護に週1回来ていただき健康管理や
医療面で支援していただいています。また状況に
よっては併設の有料老人ホームやディサービスの看
護師に相談しています。
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36 14 ○一人ひとりの人格の尊重とプライバシーの確保

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバシーを
損ねない言葉かけや対応をしている

37 ○利用者の希望の表出や自己決定の支援

日常生活の中で本人が思いや希望を表したり、自己
決定できるように働きかけている

38 ○日々のその人らしい暮らし

職員側の決まりや都合を優先するのではなく、一人
ひとりのペースを大切にし、その日をどのように過
ごしたいか、希望にそって支援している

39 ○身だしなみやおしゃれの支援

その人らしい身だしなみやおしゃれができるように
支援している

40 15 ○食事を楽しむことのできる支援

食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの好み
や力を活かしながら、利用者と職員が一緒に準備や
食事、片付けをしている

重度化により日々の食事の準備をご入居者と一緒に
行うことは難しくなっています。後片付けができる
ご入居者には継続して行っていただいています。旬
の食材が話題になった時はすぐに食卓に乗せ、ご入
居者の希望があればできるかぎり対応しています。

一日の大きな流れは決まっていますが、時間で職員
が仕事をこなすのではなく、ご入居者の体調に気を
配りながら一人ひとりのペースに合わせた生活をし
ていただいています。

２ヶ月に一度訪問理美容に来ていただいていますが
馴染みの理美容に出掛けられているご入居者もおり
ます。朝の着替えの他にも食べこぼしなどがあった
場合は随時交換し、清潔な身だしなみをしていただ
いています。

個人情報保護法の勉強会を１年に一度行っていま
す。ご入居者の人格を尊重し、プライバシーの確保
についてミーティングでも話し合い、職員同士でも
注意するようにしています。

言葉で意思を表出できないご入居者に対しても、表
情で読み取るよう心掛け、職員の勝手な判断を押し
付けないようにしています。
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41 ○栄養摂取や水分確保の支援

食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じて確
保できるよう、一人ひとりの状態や力、習慣に応じ
た支援をしている

42 ○口腔内の清潔保持

口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食後、一人
ひとりの口腔状態や本人の力に応じた口腔ケアをし
ている

43 16 ○排泄の自立支援

排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひとりの
力や排泄のパターン、習慣を活かして、トイレでの
排泄や排泄の自立に向けた支援を行っている

44 ○便秘の予防と対応

便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物の工夫や
運動への働きかけ等、個々に応じた予防に取り組ん
でいる

45 17 ○入浴を楽しむことができる支援

一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入浴を楽
しめるように、職員の都合で曜日や時間帯を決めて
しまわずに、個々に応じた入浴の支援をしている

排泄チェック表で排便状況を把握しています。ヨー
グルトやバナナ、プルーンを毎食召し上がっていた
だき、服薬に頼らず排便を促すように食事の工夫も
しています。また水分摂取は個々に目標を定めて支
援しています。

週２回の入浴を基本としていますが、皮膚状態など
でそれ以上の入浴が必要なご入居者には個々に対応
しています。また、一般浴での入浴が難しいご入居
者には機械浴で対応しています。

毎食後、口腔ケアを実施しています。うがいができ
ないご入居者には、口腔ケアウェットシートなども
活用しています。訪問歯科医とも連携しながらも、
口腔内の清潔保持に努めています。

川崎市の自立支援介護の講習に参加しています。自
立支援介護の理論を職員で共有し、一人ひとりに
あった支援を行うようにしています。

食事摂取、水分量のチェック表で日々の状態を把握
しています。食形態の変更が必要な場合は、食が進
むように職員間でアイデアを出しながら摂取量を確
保できるようにしています。
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46 ○安眠や休息の支援

一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応じて、
休息したり、安心して気持ちよく眠れるよう支援し
ている

47 ○服薬支援

一人ひとりが使用している薬の目的や副作用、用法
や用量について理解しており、服薬の支援と症状の
変化の確認に努めている

48 ○役割、楽しみごとの支援

張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、一人
ひとりの生活歴や力を活かした役割、嗜好品、楽し
みごと、気分転換等の支援をしている

49 18 ○日常的な外出支援

一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に出かけ
られるよう支援に努めている。また、普段は行けな
いような場所でも、本人の希望を把握し、家族や地
域の人々と協力しながら出かけられるように支援し
ている

50 ○お金の所持や使うことの支援

職員は、本人がお金を持つことの大切さを理解して
おり、一人ひとりの希望や力に応じて、お金を所持
したり使えるように支援している

少ないですが個人的に金銭を所持しているご入居者
もいます。ご家族の協力で小遣いを自由に使用でき
るご入居者は、職員と一緒に買い物に行くこともあ
ります。

お願いできる仕事を探し、一人ひとりに合った役割
を見つけるようにしています。縫い物や編み物を
行っているご入居者もいらっしゃいます。

天気の良い日などは外出するようにしていますが、
ご入居者のＡＤＬ低下により日常的に外出支援の時
間が取りずらくなっています。遠出の外出では花
見、イチゴ狩りやバラ苑に行き季節を感じたり、靖
国神社への外出支援もしました。

ご本人の生活リズムを大切にしています。毎日起き
ることが難しくなっているご入居者には、起きてい
ただけるタイミングで支援し、日中ベッド休息が必
要なご入居者には安心して休んでいただけるよう支
援しています。

ご入居者の薬の処方などの説明はファイルに保管
し、職員がわかるようにしています。主治医と連携
しできるだけ薬の量を減らし誤薬のないようにして
います。
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自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

51 ○電話や手紙の支援

家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、手紙の
やり取りができるように支援をしている

52 19 ○居心地のよい共用空間づくり

共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、浴
室、トイレ等）が、利用者にとって不快や混乱をま
ねくような刺激（音、光、色、広さ、温度など）が
ないように配慮し、生活感や季節感を採り入れて、
居心地よく過ごせるような工夫をしている

53 ○共用空間における一人ひとりの居場

共用空間の中で、独りになれたり、気の合った利用
者同士で思い思いに過ごせるような居場所の工夫を
している

54 20 ○居心地よく過ごせる居室の配慮

居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と相談し
ながら、使い慣れたものや好みのものを活かして、
本人が居心地よく過ごせるような工夫をしている

55 ○一人ひとりの力を活かした安全な環境づくり

建物内部は一人ひとりの「できること」や「わかる
こと」を活かして、安全かつできるだけ自立した生
活が送れるように工夫している

入居時には家具や寝具は使い慣れた物を持ち込むよ
うにお話しています。ご自宅で使っていた家具や仏
壇を持ち込まれているご入居者もおり、ご本人に
とって落ち着いて過ごせる環境づくりに努めていま
す。

施設内は安全に生活できるようにバリアフリーであ
り、手すりが設置されています。トイレも各ユニッ
ト４か所あり、自由に行けるようわかりやすい表示
にしています。

共用の居間は南側に面して明るい空間になるように
なっています。廊下やトイレには手すりを設け、バ
リアフリーになっています。

居間のダイニングテーブルの他にも椅子などを配置
し、他のご入居者から離れることのできる場所を設
けています。

携帯電話の所持は自由で、お持ちになり使用されて
いる方もいらっしゃいます。お手紙のやり取りにつ
いても必要な支援を職員がしています。
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事業所

作成日

〔目標達成計画〕

優 項

先 目 現状における 目標達成に

順 番 問題点、課題 要する期間

位 号

注1）項目番号欄には、自己評価項目の番号を記入すること。
注2）項目数が足りない場合は、行を追加すること。

目　標　達　成　計　画

目　　標
目標達成に向けた

具体的な取組み内容
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